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治
罪
法
（
明
治
一
三
年
太
政
官
布
告
第
三
七
号
）
が
施
行
さ
れ
た
明
治
一
五
（
一
八

八
二
）
年
一
月
一
日
1

以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
度

公
文
書
等
移
管
計
画
に
基
づ
い
て
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
に
法
務
省
よ
り
国

立
公
文
書
館
（
以
下
「
館
」
と
い
う
。）
へ
二
八
六
二
件
（
請
求
番
号
2 

平
一
六
法
務

〇
〇
〇
七
二
一
〇
〇
～
平
一
六
法
務
〇
二
九
三
三
一
〇
〇
）
3

が
移
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
群
は
、
各
地
方
検
察
庁
が
保
管
し
て
い
た
治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の

裁
判
記
録
を
一
括
し
て
法
務
省
が
移
管
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
国
各
地
の
裁
判
記
録
が

ま
と
ま
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
点
で
も
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
法
制
史
の
研
究
等
に
お
い
て
い
く
つ
か
個
別
に
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
も
の
の
4

、
資
料
群
全
体
に
つ
い
て
の
分
析
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
い
な
い
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
平
成
一
六
年
度
公
文
書
等
移
管
計
画
に
基
づ
い
て
平
成
一
七
年

度
に
法
務
省
よ
り
館
が
移
管
を
受
け
た
文
書
（
以
下
、「
平
一
六
法
務
」
と
い
う
。）
に

お
け
る
治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
二
八
六
二
件
を
分
析
対
象
と
し
、

移
管
文
書
の
簿
冊
の
名
称
と
そ
の
背
景
に
あ
る
法
律
・
規
程
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
の

資
料
群
の
構
造
及
び
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

ま
ず
第
一
章
で
は
、
明
治
初
期
の
裁
判
組
織
の
変
遷
を
整
理
し
た
上
で
、
司
法
文
書

の
文
書
管
理
に
お
け
る
画
期
と
し
て
、
明
治
五
年
八
月
三
日
に
制
定
さ
れ
た
司
法
職
務

定
制
（
太
政
官
無
号
）
に
注
目
し
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
け
る
簿
冊
名
と

対
照
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
資
料
群
の
特
徴
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
次
に
第
二

章
で
は
、
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お
け
る
事
務
の
流
れ
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簿

冊
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
「
平
一
六

法
務
」
の
裁
判
記
録
が
、
各
地
方
検
察
庁
が
保
管
し
て
い
た
文
書
で
あ
っ
た
と
い
う
来

歴
を
考
慮
し
て
、「
作
成
・
取
得
部
局
」
の
各
裁
判
所
を
個
別
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
こ

の
資
料
群
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
さ
ら
に
第
四
章
で
は
、
治
罪
法

施
行
以
後
の
文
書
管
理
や
保
存
規
程
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
資
料
群
が
保
存
さ
れ
て

き
た
過
程
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

現
在
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
昭

和
六
二
年
法
律
第
六
四
号
）
第
九
条
に
お
い
て
、
保
管
期
間
又
は
保
存
期
間
満
了
後
も

保
存
さ
れ
る
刑
事
参
考
記
録
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刑
事
参
考

三
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記
録
に
指
定
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
件
名
さ
え
公
表
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
同
法
の
施
行
以
降
、
長
ら
く
続
い
て
き
た
5

。
そ
う
し
た
状
況
は
、
令
和
元
（
二
〇

一
九
）
年
度
に
法
務
省
が
刑
事
参
考
記
録
一
覧
を
公
開
し
6

、
さ
ら
に
同
年
度
に
は
館

に
刑
事
参
考
記
録
が
一
件
移
管
さ
れ
て
7

、
今
後
の
移
管
へ
の
道
筋
が
で
き
る
な
ど
、

近
年
、
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
刑
事
参
考
記
録
に
指
定
す
る
事
件
の
範

囲
の
拡
大
や
判
断
基
準
の
具
体
的
な
設
定
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
議
論
が

続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
8

。 

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
資
料
群
は
、
地
方
検
察
庁
が
保
管
し
て
い
た
治
罪
法
施
行

以
前
の
記
録
で
あ
り
、
一
〇
〇
年
以
上
も
前
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
刑
事
事
件

の
裁
判
記
録
と
も
連
続
す
る
資
料
群
で
あ
る
。
そ
う
し
た
視
点
で
見
て
い
く
と
、
現
在

も
議
論
さ
れ
て
い
る
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
保
存
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
上
で

も
、
参
考
と
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
点
に
も
留
意
し

な
が
ら
、
論
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

一一  
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司司
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一一
．．
一一  

明明
治治
初初
期期
のの
裁裁
判判
所所
組組
織織
にに
つつ
いい
てて 

 

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
は
、
江
戸
時
代
の
記
録
に

つ
い
て
も
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
9

、
そ
の
作
成
年
代
の
ほ
と
ん
ど
は
、
明

治
に
入
っ
て
か
ら
治
罪
法
が
施
行
さ
れ
る
明
治
一
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
も
の
で
あ
る
10

。

そ
こ
で
ま
ず
、
明
治
初
期
の
裁
判
所
組
織
に
つ
い
て
、
当
時
の
法
律
・
規
程
11

及
び
最

高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』
12

に
お
け
る
整
理
を
参
照
し
つ
つ
、
必
要

な
事
項
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
明
治
初
期
の
裁
判
に
関
す
る
組
織
に
つ
い

て
は
13

、
ま
ず
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
（
明
治
元
年
）
正
月
一
七
日
に
定
め
ら
れ
た

三
職
分
課
で
刑
法
事
務
総
督
、
刑
法
事
務
掛
が
置
か
れ
、
こ
れ
に
代
わ
り
二
月
三
日
に

定
め
ら
れ
た
三
職
八
局
制
で
は
刑
法
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
。
閏
四
月
二
一
日
に
は

発
布
さ
れ
た
政
体
書
に
よ
り
職
制
が
改
め
ら
れ
て
刑
法
事
務
局
が
廃
さ
れ
て
刑
法
官
が

置
か
れ
、
さ
ら
に
明
治
二
年
に
は
弾
正
台
（
五
月
二
二
日
）、
民
部
省
（
七
月
八
日
）、

刑
部
省
（
七
月
八
日
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
司
法
権
が
統
合
さ
れ
た
組
織

と
し
て
明
治
四
年
七
月
九
日
に
司
法
省
が
設
置
さ
れ
る
に
至
る
。 

明
治
五
年
八
月
三
日
に
は
裁
判
所
組
織
の
統
一
的
法
典
で
あ
る
司
法
職
務
定
制
が

制
定
さ
れ
、
裁
判
所
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
四
条
に
次
の
五
つ
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

第
四
条 

裁
判
所
分
ヲ
五
ト
ス 

 
 
 
 

司
法
省
臨
時
裁
判
所 

 
 
 
 

司
法
省
裁
判
所 

 

出
張
裁
判
所 

 
 
 
 

府
県
裁
判
所 

 
 

各
区
裁
判
所
14 

 

そ
れ
ぞ
れ
、
司
法
省
臨
時
裁
判
所
は
国
家
の
大
事
に
関
す
る
事
件
及
び
裁
判
官
の
犯

罪
を
審
理
す
る
裁
判
所
、
司
法
省
裁
判
所
は
府
県
裁
判
所
の
裁
判
に
不
服
が
あ
る
場
合

の
上
告
裁
判
所
、
出
張
裁
判
所
は
各
地
方
に
司
法
省
裁
判
所
が
出
張
し
て
設
置
さ
れ
る

裁
判
所
、
府
県
裁
判
所
は
各
府
県
に
置
か
れ
た
第
一
審
裁
判
所
、
各
区
裁
判
所
は
府
県

裁
判
所
に
属
し
て
区
内
の
事
件
（
民
事
裁
判
は
元
金
一
〇
〇
両
以
下
の
事
件
、
刑
事
裁

判
は
笞
杖
以
下
の
刑
の
事
件
）
を
扱
う
裁
判
所
と
な
っ
て
い
る
15

。 

 
ま
た
事
務
の
分
課
に
つ
い
て
は
、
本
省
は
書
史
課
・
受
付
課
・
記
録
課
・
出
納
課
の

四
課
、
司
法
省
裁
判
所
は
聴
訟
課
・
断
獄
課
の
二
課
、
府
県
裁
判
所
及
び
各
区
裁
判
所

は
聴
訟
課
・
断
獄
課
・
庶
務
課
・
出
納
課
の
四
課
と
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
司
法
職
務

定
制
で
規
定
さ
れ
て
い
る
（
司
法
省
臨
時
裁
判
所
、
出
張
裁
判
所
に
つ
い
て
は
分
課
の

規
定
な
し
）。 
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そ
の
後
、
司
法
職
務
定
制
に
代
え
て
、
明
治
八
年
五
月
二
四
日
に
は
大
審
院
諸
裁
判

所
職
制
章
程
（
太
政
官
布
告
第
九
一
号
）
が
制
定
さ
れ
、
裁
判
権
は
大
審
院
以
下
の
裁

判
所
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
16

。
大
審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
裁
判
所
は
、
大
審
院
（
東
京
に
設
置
）、
上
等
裁
判
所
（
東
京
・
大
阪
・
長
崎
・
福

島
（
後
に
宮
城
）
に
設
置
）、
府
県
裁
判
所
（
各
府
県
に
設
置
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年

一
二
月
二
八
日
の
裁
判
支
庁
仮
規
則
（
司
法
省
達
第
一
五
号
）
に
よ
り
、
府
県
裁
判
所

は
裁
判
支
庁
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
明
治
九
年
九
月
一
三
日
の
太
政
官
第
一
一
四
号
布
告
に
よ
り
、
府
県
裁
判
所

は
地
方
裁
判
所
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
同
年
九
月
二
七
日
の
区
裁
判
所
仮
規

則
（
司
法
省
達
第
六
六
号
）
に
よ
っ
て
、
区
裁
判
所
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
審
院
は
最
高
位
の
裁
判
機
関
で
あ
り
、
大
審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
の
大
審
院
章

程
第
一
条
に
は
「
大
審
院
ハ
民
事
刑
事
ノ
上
告
ヲ
受
ケ
上
等
裁
判
所
以
下
ノ
審
判
ノ
不

法
ナ
ル
者
ヲ
破
毀
シ
テ
全
国
法
憲
ノ
統
一
ヲ
主
持
ス
ル
ノ
所
ト
ス
」
17

と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
大
審
院
以
下
の
裁
判
所
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
こ
う
18

。
ま
ず
上
等
裁

判
所
は
、
府
県
裁
判
所
（
地
方
裁
判
所
）
の
裁
判
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
控
訴
審
、
刑

事
裁
判
の
死
罪
の
審
理
及
び
府
県
裁
判
所
（
地
方
裁
判
所
）
の
終
身
懲
役
罪
案
に
対
す

る
認
可
を
行
う
裁
判
所
で
あ
る
。
次
に
府
県
裁
判
所
（
地
方
裁
判
所
）
は
、
民
事
裁
判

の
第
一
審
、
刑
事
裁
判
の
懲
役
以
下
の
第
一
審
を
行
う
裁
判
所
で
あ
る
（
支
庁
は
民
事

裁
判
の
一
〇
〇
円
以
下
の
事
件
、
刑
事
裁
判
の
懲
役
三
〇
日
以
下
の
事
件
ま
で
処
理
が

可
能
）。
そ
し
て
区
裁
判
所
は
、
民
事
裁
判
の
一
〇
〇
円
以
下
の
事
件
、
刑
事
裁
判
の
懲

役
三
年
以
下
の
事
件
を
取
扱
う
裁
判
所
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
明
治
初
期
の
裁
判
所
組
織
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
変
化

を
し
な
が
ら
、
裁
判
所
制
度
を
体
系
化
し
て
組
織
を
整
備
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
平
一
六
法
務
」
に
お
け
る
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
は
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
組
織
の
も

と
で
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、ま
た
、地
方
検
察
庁
が
保
管
し
て
い
た
文
書
の
た
め
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
府
県
裁
判
所
（
地
方
裁
判
所
及
び
支
庁
）、
区
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
た

文
書
と
な
っ
て
い
る
。
次
節
で
は
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
当
時
の
文
書
管

理
の
規
定
に
注
目
し
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
の
簿
冊
名
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
資

料
群
の
分
析
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

一一
．．
二二  

司司
法法
職職
務務
定定
制制
にに
基基
づづ
いい
てて
作作
成成
ささ
れれ
たた
簿簿
冊冊  

 

司
法
職
務
定
制
で
は
各
課
が
管
理
す
る
簿
冊
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
点
は

当
時
の
文
書
管
理
を
見
て
い
く
上
で
も
注
目
さ
れ
る
。
司
法
職
務
定
制
で
規
定
さ
れ
て

い
る
事
務
の
分
課
に
つ
い
て
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁

判
記
録
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
刑
事
事
件
を
主
管
と
す

る
断
獄
課
が
管
理
し
て
い
た
簿
冊
で
あ
る
。
断
獄
課
は
、
司
法
省
裁
判
所
、
府
県
裁
判

所
、
各
区
裁
判
所
に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
具
体
例
と
し
て
、
府
県
裁

判
所
の
断
獄
課
が
管
理
し
て
い
た
簿
冊
を
と
り
あ
げ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
府

県
裁
判
所
の
断
獄
課
に
つ
い
て
は
司
法
職
務
定
制
の
第
六
五
条
に
規
定
が
あ
り
、
管
理

す
る
簿
冊
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
規
定
を
し
て
い
る
。 

  
 

第
二 

管
主
ス
ル
簿
書
十
三
部
左
ノ
如
シ 

 
 
 
 

断
獄
表 

 
 
 
 

断
獄
一
件
帳 

 
 
 
 

口
書
録 

 
 
 
 

断
刑
録 

 
 
 
 

断
刑
伺
録 

 
 
 

繋
獄
保
管
人
名
帳 

 
 
 
 

罪
科
期
限
録 

 
 

諸
受
書
編
冊 

 
 
 
 

獄
囚
出
入
帳 

 
 

病
因
録 

 
 
 
 

呼
出
帳 

 
 
 
 

逓
付
録 

 
 
 
 

断
獄
課
日
記
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治
罪
法
施
行
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前
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刑
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事
件
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裁
判
記
録
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て
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こ
の
よ
う
に
府
県
裁
判
所
の
断
獄
課
で
は
、
一
三
種
類
の
簿
冊
を
作
成
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
た
。
府
県
裁
判
所
以
外
で
は
、
司
法
省
裁
判
所
は
一
六
種
類
20

、
各
区

裁
判
所
は
一
一
種
類
、
管
理
す
る
簿
冊
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る
。
司
法
省
裁
判
所
、
府

県
裁
判
所
、
各
区
裁
判
所
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
獄
課
で
管
理
さ
れ
る
簿
冊
の
名
称
は
一
一

種
類
が
共
通
し
て
お
り
、
ベ
ー
ス
と
な
る
事
務
は
各
裁
判
所
で
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
司
法
職
務
定
制
で
規
定
し
て
い
る
断
獄
課
作
成
文
書
の
内
、

司
法
省
裁
判
所
の
み
に
規
定
が
あ
る
簿
冊
は
、「
贓
物
帳
」・「
贓
物
預
帳
」・「
贖
金
収
納

帳
」・「
諸
省
府
県
文
通
録
」・「
出
勤
帳
」、
府
県
裁
判
所
の
み
に
規
定
が
あ
る
簿
冊
は
、

「
断
刑
伺
録
」・「
断
獄
課
日
記
」
で
あ
る
（
各
区
裁
判
所
の
管
理
し
て
い
た
簿
冊
は
一

一
種
類
で
あ
り
、
各
区
裁
判
所
の
み
に
規
定
が
あ
る
簿
冊
は
な
い
）。 

こ
れ
ら
の
簿
冊
は
司
法
職
務
定
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
五
年
以
降
に
各
裁
判
所
に

お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
ま
ず
は
試
み
に
、「
平
一
六
法
務
」

の
裁
判
記
録
に
お
け
る
簿
冊
名
と
司
法
職
務
定
制
に
お
い
て
断
獄
課
が
管
理
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
た
簿
冊
の
名
称
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
館
所
蔵
文
書
が
ど
の
よ
う
な
簿
冊

で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。【
表
1
】
は
、
司
法
職
務

定
制
で
断
獄
課
が
管
理
す
る
と
規
定
し
て
い
る
簿
冊
名
を
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（
以
下
「
Ｄ
Ａ
」
と
い
う
）
で
検
索
し
て
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
け
る
所

蔵
件
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。 

簿冊名 件数※1

断獄表 58
断獄一件帳 116
口書録 202
断刑録 512
その他※2 0
※1.簿冊名が「口書録 断刑
録」となっているような、一緒
に綴られている形式の場合は、
双方に件数をカウントした。
※2.「その他」は司法職務定制
において断獄課が管理すると規
定されている簿冊名の内、上記
4部を除いた全ての簿冊を指
す。

【表1】司法職務定制で規定
されている簿冊の所蔵件数

 

こ
の
集
計
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
司
法
職
務
定
制
で
断
獄
課
が
管
理
す
る
と

規
定
し
て
い
る
簿
冊
名
の
う
ち
、こ
れ
に
一
致
す
る
形
で
館
が
所
蔵
し
て
い
る
簿
冊
は
、

「
断
獄
表
」、「
断
獄
一
件
帳
」、「
口
書
録
」、「
断
刑
録
」
で
あ
る
。
な
お
、
簿
冊
の
作

成
年
に
つ
い
て
は
、「
断
獄
一
件
帳
」
は
明
治
九
年
ま
で
、「
断
獄
表
」、「
口
書
録
」
は

明
治
一
四
年
ま
で
、「
断
刑
録
」
は
明
治
一
五
年
ま
で
確
認
で
き
る
。
治
罪
法
施
行
以
降

に
つ
い
て
は
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る

が
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
で
確
認
す
る
限
り
、
司
法
職
務
定
制
で
規
定
さ
れ
た

簿
冊
の
名
称
は
、
明
治
八
年
の
大
審
院
設
置
以
後
も
各
地
の
裁
判
所
に
お
い
て
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

で
は
こ
れ
ら
の
簿
冊
は
ど
う
い
う
性
格
の
文
書
が
綴
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
司
法
職
務
定
制
の
規
定
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
「
断
獄

表
」
と
「
断
獄
一
件
帳
」
に
つ
い
て
は
、
司
法
職
務
定
制
の
第
五
二
条
第
四
と
第
五
に

次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
四 

刑
獄
一
件
毎
ニ
表
ヲ
作
リ
事
目
ヲ
掲
ケ
番
号
ヲ
記
シ
落
着
ニ
至
ル
迄
逐
節

断
獄
ノ
大
綱
ヲ
載
セ
一
紙
ト
ナ
シ
視
閲
ニ
便
シ
掛
リ
ノ
員
ハ
各
々
一
通
ヲ
貯
フ

落
着
ノ
後
一
通
ヲ
検
事
ニ
付
ス 

第
五 

刑
獄
一
件
毎
ニ
其
始
末
一
切
ヲ
逐
録
シ
テ
断
獄
一
件
帳
ト
ス
逐
帳
番
号
ヲ

録
ス
検
事
検
印
ス
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こ
の
よ
う
に
「
断
獄
表
」
と
は
、
一
つ
の
刑
事
事
件
ご
と
に
表
を
作
成
し
、
事
件
の

内
容
と
番
号
を
記
し
て
、
落
着
に
至
る
ま
で
の
逐
一
の
断
獄
（
刑
事
裁
判
）
の
事
柄
を

記
載
し
て
一
紙
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
例
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
が
、
刑
事
裁
判
の
進
行
に
従
っ
て
「
年
号
月
日
」
を
記
入
し
て
い
く
形

式
の
一
紙
と
な
っ
て
お
り
、
係
員
の
「
視
閲
ニ
便
シ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裁

六

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
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判
事
務
の
進
捗
管
理
を
す
る
用
途
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
「
断
獄
一
件
帳
」

は
、
一
つ
の
刑
事
事
件
が
終
了
す
る
毎
に
そ
の
結
果
を
記
録
し
て
作
成
さ
れ
た
簿
冊
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
簿
冊
は
、
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
と
し
て
一
般
に
想
起

さ
れ
る
供
述
調
書
や
判
決
文
と
い
っ
た
資
料
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
事
務
処
理
上
に
お

い
て
必
要
が
あ
っ
て
作
成
し
て
い
た
簿
冊
で
あ
り
、
裁
判
の
業
務
上
の
記
録
簿
と
も
い

う
べ
き
資
料
で
あ
る
。 

 

次
に
「
口
書
録
」
と
「
断
刑
録
」
に
つ
い
て
も
見
て
い
こ
う
。「
口
書
録
」
と
「
断
刑

録
」
に
つ
い
て
は
、
司
法
職
務
定
制
の
第
五
二
条
第
一
〇
と
第
一
一
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の

よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

第
十 

鞫
場
ニ
於
テ
陪
坐
ノ
解
部
犯
人
ノ
供
述
ヲ
記
取
シ
掛
リ
解
部
之
ヲ
節
取
シ

テ
口
書
案
ヲ
作
リ
案
成
テ
判
事
ニ
正
ヲ
受
ケ
属
浄
写
ス
本
書
ハ
検
事
検
印
ス
之

ヲ
口
書
録
ニ
編
ム 

 
 

第
十
一 

犯
人
証
印
畢
テ
後
擬
律
シ
課
長
ノ
決
ヲ
経
テ
断
刑
シ
罰
文
言
渡
ス
其
文

ヲ
断
刑
録
ニ
記
ス
検
事
検
印
ス
22 

 

こ
の
よ
う
に
「
口
書
録
」
と
は
、
解
部
が
犯
人
の
供
述
を
も
と
に
口
書
案
を
作
成
し
、

判
事
の
確
認
を
受
け
た
も
の
を
属
が
清
書
し
、
そ
の
文
書
に
検
事
が
検
印
し
た
も
の
を

編
冊
し
た
も
の
で
あ
り
、
供
述
調
書
に
あ
た
る
文
書
で
あ
る
。
一
方
、「
断
刑
録
」
は
犯

人
が
口
書
に
証
印
し
た
後
に
擬
律
（
法
規
を
具
体
的
な
事
件
に
適
用
す
る
こ
と
）
を
し

て
、
課
長
の
決
を
経
て
刑
罰
を
決
定
し
た
後
、
判
決
内
容
を
言
い
渡
す
文
書
を
記
し
た

簿
冊
で
あ
り
、
判
決
文
が
綴
ら
れ
た
簿
冊
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
は
、
司
法
職
務
定

制
の
規
定
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
簿
冊
を
基
準
と
し
て
整
理
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
簿
冊
の
内
訳
を
見
て
い
く
と
、
こ
の
資
料
群
に
は
裁
判
の
業
務

上
の
記
録
簿
、
供
述
調
書
、
判
決
文
と
い
っ
た
資
料
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
判
決
文
以
外
の
業
務
上
の
記
録
簿
や
供
述
調
書
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
点
で
あ
り
、
こ
の
点
は
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
の
資
料
群
と
し

て
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
け
る
判
決

文
以
外
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
地
域
を
素
材
と
し
た
先
行
研
究
23

に
お
い
て
も

こ
れ
ま
で
活
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判

記
録
の
資
料
群
全
体
の
特
徴
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

二二  

刑刑
事事
事事
件件
のの
裁裁
判判
にに
おお
けけ
るる
事事
務務
のの
流流
れれ
とと
作作
成成
文文
書書
にに
つつ
いい
てて  

 

前
章
で
見
た
よ
う
に
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
は
、
判
決
文
以
外
の
簿
冊
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
判
決
と
い
う
裁
判
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
至

る
ま
で
の
過
程
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。そ
こ
で
本
章
で
は
、

刑
事
事
件
の
裁
判
事
務
の
流
れ
に
注
目
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
記
録
が
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
具
体
的
な
資
料
に
即
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。な
お
、

刑
事
司
法
手
続
に
つ
い
て
は
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
の
下
田
区
裁
判
所
の
資
料

を
素
材
に
そ
の
司
法
手
続
の
復
元
を
し
た
橋
本
誠
一
氏
の
研
究
が
あ
る
24

。
本
稿
で
は
、

そ
う
し
た
成
果
も
参
照
し
つ
つ
、「
断
獄
表
」
に
注
目
し
て
、
裁
判
事
務
の
流
れ
を
確
認

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

「
断
獄
表
」
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
一
つ
の
刑
事
事
件
ご
と
に
作
成
さ
れ
、
落
着

に
至
る
ま
で
の
逐
一
の
刑
事
裁
判
の
事
柄
を
載
せ
て
一
紙
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
一
紙
に
は
諸
県
に
布
達
さ
れ
た
「
断
獄
表
書
式
」（
明
治
六
年
六
月
一
〇
日
司
法
省
布

達
）
と
い
う
書
式
の
雛
形
が
存
在
し
て
い
る
25

。
基
本
的
に
は
こ
う
し
た
雛
形
を
も
と

に
各
府
県
や
支
庁
で
「
断
獄
表
」
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
具
体
例

の
一
つ
と
し
て
、
明
治
九
年
一
二
月
分
の
記
録
と
し
て
長
崎
裁
判
所
福
岡
支
庁
で
作
成

七

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
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さ
れ
た「
断
獄
表
」（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇
一
九
六
五
一
〇
〇
）を
と
り
あ
げ
て
、

具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。「
断
獄
表
」
で
は
、
ま
ず
一
紙
の
右
半
分
（
綴
ら

れ
て
い
る
一
紙
を
見
開
き
し
た
場
合
の
右
半
分
）
に
は
「
罪
名
」・「
捕
縛
」・「
推
問
綱

領
」・「
号
」・「
掛
」
の
項
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
枠
線
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
紙

面
の
大
部
分
を
占
め
る
「
推
問
綱
領
」
に
は
、
取
り
調
べ
を
し
た
犯
罪
の
要
点
と
被
告

人
の
住
所
・
身
分
・
氏
名
・
年
齢
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
一

紙
の
左
半
分
で
あ
る
【
写
真
1
】。 

 

【
写
真
1
】
に
見
る
よ
う
に
「
断
獄
表
」
の
一
紙
の
左
半
分
に
つ
い
て
は
、「
断
獄

順
序
」、「
年
号
月
日
」、「
刑
名
」、「
言
渡
」
の
項
目
が
枠
線
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、「
断
獄
順
序
」
に
つ
い
て
は
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
務
の
順
序
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
上
か
ら
順
番
に
「
囚
徒
ノ
受
取
」、「
初
席
ノ
推
問
」、「
罪
案
ノ
浄
書
」、「
罪
案

ノ
検
印
」、「
罪
案
ノ
読
聞
」、「
擬
律
ノ
浄
書
」、「
擬
律
ノ
検
印
」、「
本
省
ヘ
伺
」、「
本

省
伺
済
」、「
処
刑
ノ
言
渡
」、「
簿
書
ノ
記
録
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
左
に

あ
る
「
年
号
月
日
」
欄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
が
完
了
し
た
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
司
法
職
務
定
制
の
第
五
二
条
第
四
で
は
「
断
獄
表
」
に
つ

い
て
、「
落
着
ニ
至
ル
迄
逐
節
断
獄
ノ
大
綱
ヲ
載
セ
一
紙
ト
ナ
シ
視
閲
ニ
便
シ
掛
リ
ノ
員

ハ
各
々
一
通
ヲ
貯
フ
」
26

と
さ
れ
て
お
り
、
現
用
段
階
で
は
係
員
が
進
捗
管
理
を
す
る

用
途
が
あ
り
、
事
務
が
進
む
ご
と
に
追
記
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。【
写
真
1
】

の
事
件
に
記
入
さ
れ
て
い
る
日
付
を
見
る
と
、
例
え
ば
最
初
の
「
囚
徒
ノ
受
取
」
の
日

付
記
入
者
と
下
か
ら
二
段
目
の
「
処
刑
ノ
言
渡
」
の
日
付
記
入
者
の
筆
跡
が
異
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
係
員
が
記
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
27

。
こ
う
し
た
点
は
、
当
時

の
刑
事
裁
判
の
事
務
の
実
態
を
知
る
上
で
も
注
目
さ
れ
る
。 

こ
う
し
た
進
捗
管
理
の
項
目
か
ら
、
刑
事
事
件
の
裁
判
事
務
の
流
れ
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
記
録
の
作
成
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
重
要
な
の
は
罪

案
の
作
成
で
あ
る
。
Ｄ
Ａ
で
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
を
「
罪
案
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
二
四
九
件
の
検
索
結
果
が
表
示
さ
れ
、「
罪
案
録
」、「
罪
案
擬
律
」

と
い
う
簿
冊
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
簿
冊
を
実
際
に
確
認
す
る
と
、「
罪

案
録
」
に
は
供
述
調
書
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
前
章
で
見
た
「
口
書
録
」
と
同
様
の
簿
冊

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
罪
案
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
一
月
司
法
省
布
達
や
明

治
六
年
二
月
一
四
日
司
法
省
布
達
第
一
六
号
の
罪
案
凡
例
や
罪
案
書
式
に
お
い
て
、
各

府
県
に
罪
案
の
凡
例
と
様
式
に
記
入
す
る
形
式
の
書
式
が
示
さ
れ
て
い
る
28

。
明
治
六

年
一
月
司
法
省
布
達
に
よ
る
と
、
罪
案
凡
例
は
各
府
県
で
一
定
の
体
裁
が
な
く
要
領
を

得
な
い
者
も
い
た
た
め
頒
布
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
29

。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
供
述
調

書
に
つ
い
て
は
、「
口
書
録
」
以
外
に
「
罪
案
録
」、「
罪
案
擬
律
」
と
い
っ
た
名
称
の
簿

冊
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【【写写真真 11】】「「断断獄獄表表」」（（請請求求番番号号  平平 1166 法法務務 0011996655110000））  
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こ
こ
で
は
罪
案
書
式
の
一
例
と
し
て
、
太
政
類
典
30

に
綴
ら
れ
て
い
る
県
裁
判
所
の

罪
案
書
式
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

罪
案
書
式
は
、
基
本
的
に
口
書
（
供
述
調
書
）
と
擬
律
（
法
規
を
具
体
的
な
事
件
に

適
用
す
る
こ
と
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。【
写
真
2
】
は
口
書
部
分
の
冒
頭
頁
で
あ
る
。

ま
ず
右
端
上
段
に
「
県
名
裁
判
所
調
」（
実
際
に
は
具
体
的
な
県
名
が
記
載
さ
れ
る
）
と

あ
り
、
そ
の
下
段
の
欄
に
、
事
件
の
担
当
で
あ
る
連
班
の
検
事
、
掛
の
判
事
・
解
部
の

記
載
が
あ
り
、
そ
の
左
の
欄
に
犯
人
の
住
所
・
身
分
・
氏
名
・
年
齢
が
記
載
さ
れ
、
そ

の
上
段
に
犯
罪
の
要
点
が
記
さ
れ
る
欄
が
あ
り
、
そ
の
左
の
縦
長
い
欄
に
は
犯
罪
の
詳

細
（
実
際
に
は
前
科
等
が
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
を
記
す
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
左
の
欄
か
ら
調
書
の
本
文
が
、「
一 

自
分
儀
…
」（【
写
真
2
】
中
央
）

と
い
っ
た
形
で
始
ま
り
、
調
書
の
文
章
の
最
後
に
は
、「
右
之
通
相
違
不
申
上
候
以
上
」

（【
写
真
2
】
最
終
行
）
と
記
さ
れ
る
。
実
際
の
文
書
で
は
そ
の
末
尾
に
被
告
人
本
人

に
よ
っ
て
調
書
に
署
名
・
捺
印
が
な
さ
れ
る
。 

そ
し
て
供
述
調
書
の
作
成
の
後
に
は
、
擬
律
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
た

り
は
前
章
で
見
た
よ
う
に
司
法
職
務
定
制
の
第
五
二
条
第
一
一
で
「
犯
人
証
印
畢
テ
後

擬
律
シ
」
31

と
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
擬
律
で
は
、
当
時
の
刑
法
で
あ
る
明
治
三

年
一
二
月
二
〇
日
頒
布
の
新
律
綱
領
及
び
明
治
六
年
七
月
一
〇
日
施
行
の
改
定
律
例
に

照
ら
し
て
、
罪
名
・
罰
条
・
量
刑
が
示
さ
れ
る
。 

「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
の
実
際
の
簿
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
罪
案
に
つ
い
て
も
、

【
写
真
2
】
で
見
た
罪
案
書
式
に
沿
う
形
で
作
成
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
た
だ
し
簿
冊
に
よ
っ
て
は
、
罪
案
書
式
が
用
い
ら
れ
な
い
場
合
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
大
津
地
方
裁
判
所
検
事
局
彦
根
支
部
の
「
口
書
録 

断
刑
録
」
の
場
合
は
、

仮
口
供
（
末
尾
に
擬
律
）
→
申
渡
と
い
う
よ
う
な
順
番
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
罪
案
書
式

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
32

。
罪
案
書
式
が
用
い
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
橋
本
氏

の
指
摘
が
あ
り
、
明
治
一
三
年
頃
か
ら
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
可
能
性
や
略
式
手
続
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
33

。
罪
案
書
式
が
い
つ
か
ら
使
用
さ
れ
な
く
な
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
場
合
に
用
い
ら
れ
な
い
の
か
、
裁
判
所
ご
と
に
書
式
を
使
用
す
る
か
ど
う
か

の
判
断
の
違
い
が
あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
も
多
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
俟
ち
た
い
。 

こ
こ
ま
で
で
「
断
獄
表
」
の
事
務
の
流
れ
の
中
で
、
「
罪
案
ノ
浄
書
」
、
「
罪
案
ノ
検

印
」、「
罪
案
ノ
読
聞
」、「
擬
律
ノ
浄
書
」
が
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
次
の
事
務
に
あ

る
「
本
省
ヘ
伺
」
に
つ
い
て
は
、「
断
獄
表
書
式
」
に
よ
れ
ば
、
死
罪
以
上
や
難
解
な
事

【【写写真真 22】】「「罪罪案案書書式式」」（（請請求求番番号号  太太 0000558833110000、、件件名名番番号号  000077））  
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件
に
つ
い
て
は
本
省
へ
の
伺
い
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
34

。【
写
真
1
】
の
事
例
に

お
い
て
、「
本
省
ヘ
伺
」
の
日
付
の
記
載
が
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
は
本
省
に
伺
う
必
要

の
な
い
事
件
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
「
処
刑
ノ
言
渡
」
が
行
わ
れ
る
と
一
連
の
刑
事
裁
判
が
終
了
す
る
こ
と
に

な
る
。
言
渡
し
の
判
決
文
は
、「
断
刑
録
」
に
綴
ら
れ
て
お
り
、
犯
罪
の
経
緯
・
適
用
し

た
条
文
・
量
刑
に
つ
い
て
の
文
章
が
作
成
さ
れ
て
い
る
35

。 

な
お
判
決
文
の
簿
冊
名
に
つ
い
て
は
、
司
法
職
務
定
制
で
示
さ
れ
る
「
断
刑
録
」
と

い
う
簿
冊
名
で
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
司
法
職
務
定
制
で
は
「
断
刑
シ
罰
文

言
渡
ス
其
文
ヲ
断
刑
録
ニ
記
ス
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
で

は
、「
罰
文
」
や
「
言
渡
」
36

が
簿
冊
名
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
Ｄ
Ａ
で
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
を
す
る
と
「
罰
文
」
が
三
七
件
、「
言
渡
」
が
九
一
件
）。
ま
た
、
判
決
文

に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
「
判
決
原
本
」
や
「
裁
判
書
」
と
い
っ
た
簿
冊
名
も
見
ら
れ

る
（「
判
決
原
本
」
が
一
二
七
件
37

、「
裁
判
書
」
が
七
二
件
）。
こ
れ
ら
の
簿
冊
名
に
つ

い
て
は
、
明
ら
か
に
治
罪
法
施
行
以
降
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
第
四
章
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
簿
冊
の
中
身
の
書
類
作
成
順
を
基
準
に

大
ま
か
に
整
序
す
る
と
、
供
述
調
書
が
作
成
さ
れ
て
、
擬
律
が
記
入
さ
れ
、
判
決
文
が

作
成
さ
れ
る
と
い
う
手
順
と
な
り
、
簿
冊
名
だ
と
①
「
口
書
録
」・「
罪
案
録
」・「
罪
案

擬
律
」
→
②
「
断
刑
録
」・「
罰
文
」・「
言
渡
」・「
判
決
原
本
」・「
裁
判
書
」
と
い
う
整

理
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
裁
判
の
終
了
後
に
「
断
獄
一
件
帳
」
の
よ
う
な
記
録
簿
が
作

成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

個
別
の
刑
事
事
件
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
簿
冊
に
は
一
事
件
の
記
録

が
分
離
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
事
件
の
記
録
の
全
体
を
復
元
す

る
に
は
判
決
年
月
日
等
か
ら
推
測
し
て
、
Ｄ
Ａ
で
簿
冊
の
作
成
年
月
日
と
作
成
・
取
得

部
局
で
絞
り
込
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
探
し
出
す
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
平
一
六
法
務
」
の

裁
判
記
録
に
お
い
て
は
、
種
類
や
年
代
に
よ
っ
て
は
、
対
応
す
る
記
録
が
存
在
し
な
い

場
合
も
あ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
見
つ
け
だ
せ
る
と
は
限
ら
な
い
点
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
前
述
し
た
「
口
書
録 

断
刑
録
」
の
よ
う
に
一
連
の
記

録
が
一
括
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
一
つ
の
簿
冊
で
供
述
調
書

と
判
決
文
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。 

本
章
に
お
い
て
は
、
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お
け
る
事
務
の
流
れ
と
作
成
文
書
と
い
う

観
点
か
ら
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
を
分
析
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
判
決
文

や
供
述
調
書
と
い
っ
た
形
で
分
類
で
き
る
こ
の
資
料
群
が
、
一
連
の
ま
と
ま
り
と
し
て

ど
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
の
か
、あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
次
章
で
は
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
が
、
各
地
方
検
察
庁
が
保
管
し
て
い

た
文
書
で
あ
っ
た
と
い
う
来
歴
を
考
慮
し
て
、
こ
の
資
料
群
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。 

 

三三  

資資
料料
群群
にに
おお
けけ
るる
各各
裁裁
判判
所所
のの
個個
別別
のの
特特
徴徴
にに
つつ
いい
てて  

   

こ
こ
ま
で
、
制
度
的
な
側
面
か
ら
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
を
分
析
し
て
き
た

が
、
本
章
で
は
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
が
、
各
地
方
検
察
庁
が
保
管
し
て
い
た

文
書
を
法
務
省
が
移
管
し
た
と
い
う
来
歴
を
考
慮
し
て
、「
作
成
・
取
得
部
局
」
の
各
裁

判
所
を
個
別
に
見
て
い
く
こ
と
で
、資
料
群
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

 

「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
は
、
保
管
さ
れ
て
い
た
地
方
検
察
庁
ご
と
に
請
求
番

号
が
連
番
で
付
さ
れ
て
お
り
、「
作
成
・
取
得
部
局
」
の
各
裁
判
所
の
名
称
よ
り
資
料
群

を
区
切
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
資
料
群
の
全
体
像
を
理
解
す

る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
大
枠
で
は
あ
る
が
、
作
成
・
取
得
部
局
の
裁
判
所
名
を
も
と

に
現
行
の
四
七
都
道
府
県
別
に
区
分
し
、
集
計
を
し
た
の
が
【
表
2
】
で
あ
る
。

一
〇
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北海道 11 平１６法務02691100〜02701100 小樽、函館、江差、増毛
⻘森 115 平１６法務02557100〜02671100 盛岡、⽔沢、仙台、⻘森
岩手 10 平１６法務02672100〜02681100 宮古、磐井
宮城 5 平１６法務02492100〜02496100 大河原、古川、仙台
秋田 9 平１６法務02682100〜02690100 弘前、秋田、本荘
山形 2 平１６法務02555100〜02556100 米沢、福島、酒田
福島 58 平１６法務02497100〜02554100 福島、平、白河、中村、若松、三春、磐前、津川
茨城 7 平１６法務00344100〜00350100 新治、木更津
栃木 22 平１６法務00351100〜00372100 宇都宮
群馬 116 平１６法務00373100〜00488100 熊谷、前橋
埼玉 200 平１６法務00144100〜00343100 入間、大宮、川越、行田、熊谷、渋川、深谷
千葉 0
東京 0
神奈川 71 平１６法務00073100〜00143100 小田原
新潟 59 平１６法務00507100〜00565100 柏崎、新潟、新発田、高田、糸魚川、相川、村上
富山 0
石川 7 平１６法務01769100〜01775100 金沢、小松、七尾、輪島
福井 5 平１６法務01764100〜01768100 敦賀
山梨 3 平１６法務00504100〜00506100 谷村

⻑野 368 平１６法務00566100〜00933100

⻑野、中野、御影、松代、須坂、松本、佐久、松
代、上田、福島、筑摩、伊那、塩尻、飯島、高島、
上諏訪、飯田、飯山、岩村田、大町

岐阜 0
静岡 15 平１６法務00489100〜00503100 静岡、下田、掛川
愛知 185 平１６法務01579100〜01763100 名古屋、一宮、半田、岡崎、豊橋
三重 0
滋賀 26 平１６法務01553100〜01578100 大津、彦根
京都 82 平１６法務01379100〜01460100 京都、宮津
大阪 445 平１６法務00934100〜01378100 大阪
兵庫 88 平１６法務01461100〜01548100 姫路、神⼾、徳島、洲本、名東
奈良 4 平１６法務01549100〜01552100 五条
和歌山 0
鳥取 13 平１６法務01844100〜01856100 鳥取
島根 27 平１６法務01857100〜01883100 松江、浜田、⻄郷
岡山 28 平１６法務01816100〜01843100 玉島、岡山、津山、高梁
広島 10 平１６法務01776100〜01785100 尾道
山口 30 平１６法務01786100〜01815100 山口、萩、岩国、下関
徳島 29 平１６法務02773100〜02801100 脇町、高知、徳島
香川 71 平１６法務02702100〜02772100 高松、名東、丸⻲
愛媛 50 平１６法務02884100〜02933100 松山、⻄条
高知 82 平１６法務02802100〜02883100 高知、幡多
福岡 317 平１６法務01884100〜02200100 福岡、三瀦、粕屋、⻑崎、久留米、小倉
佐賀 12 平１６法務02201100〜02212100 佐賀、唐津
⻑崎 18 平１６法務02213100〜02230100 厳原、福江、島原、⻑崎
熊本 235 平１６法務02247100〜02481100 熊本、八代、山鹿、人吉、天草
大分 16 平１６法務02231100〜02246100 大分、中津、日田、竹田
宮崎 10 平１６法務02482100〜02491100 宮崎、都城、延岡
鹿児島 0
沖縄 0
その他※2 1 平１６法務00072100
合計 2862
※1.記載順はDAの請求番号順とした。また、所蔵文書の傾向を把握するため地名をキーワードとして抜き出した参
考情報であり、裁判所の種類や藩・県・地方・区・支庁などの別についても省略している。また、地名や地域区分
は現在と異なる場合があるが、当時の表記のまま地名を抜き出した。
※2.「作成・取得部局」は大審院。

【表2】「平16法務」の刑事事件の裁判記録における都道府県別の所蔵件数

一
一

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て

『
北
の
丸
』
第
54
号　
　



【
表
2
】
の
所
蔵
件
数
を
見
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
都
道
府
県
ご
と
の
所
蔵
件
数
に

か
な
り
偏
り
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
所
蔵
件
数
に
〇
～
四
四
五
件
ま
で
の
幅
が
あ
り
、

一
〇
〇
件
を
超
え
る
の
は
青
森
・
群
馬
・
埼
玉
・
長
野
・
愛
知
・
大
阪
・
福
岡
・
熊
本

の
八
府
県
し
か
な
い
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
火
災
や
空
襲
に
よ
っ

て
消
失
し
た
所
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
38

。
上
位
三
府
県
（【
表
2
】
網
掛
け
部
分
）

の
大
阪
・
長
野
・
福
岡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
四
五
件
、
三
六
八
件
、
三
一
七
件
で
、
合
計

一
一
三
〇
件
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
資
料
群
全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
。 

 

ま
た
、【
表
2
】
で
は
参
考
情
報
と
し
て
「
作
成
・
取
得
部
局
」
か
ら
地
名
を
抜
き

出
し
て
み
た
が
、
こ
れ
を
も
と
に
見
て
い
く
と
都
道
府
県
内
に
お
い
て
も
地
域
的
な
偏

り
が
見
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。例
え
ば
、神
奈
川
県
の
場
合
は
七
一
件
で
あ
る
が
、

地
名
は
「
小
田
原
」
し
か
抜
き
出
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｄ
Ａ
で
確
認
す
る
と
、
全
て
が
小

田
原
区
裁
判
所
関
連
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
小
田
原
の
簿
冊
の
み
が
集
中
し
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
群
馬
県
の
場
合
も
同
様
で
、
一
一
六
件

所
蔵
し
て
い
る
が
、
地
名
は
「
熊
谷
」
と
「
前
橋
」
の
み
で
あ
り
、
Ｄ
Ａ
で
確
認
す
る

と
、
全
て
が
熊
谷
裁
判
所
前
橋
支
庁
（
当
時
の
管
轄
区
域
）
関
連
の
も
の
で
占
め
ら
れ

て
お
り
、
前
橋
の
簿
冊
の
み
が
集
中
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
新

潟
県
や
長
野
県
の
よ
う
に
多
く
の
地
名
が
並
ん
で
い
る
場
合
は
、
よ
り
広
域
の
簿
冊
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
所
蔵
簿
冊
は
、
地
域
別
に
か
な
り
の
偏
り
が
あ
る
。

こ
の
点
は
特
定
の
地
域
を
こ
の
資
料
群
で
調
査
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
留
意

が
必
要
な
点
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
の
点
で
は
、
福
島
県
に
分
類
し
た
若
松
県
・
三
春
県
・
磐
前
県
、
福
岡
県
に

分
類
し
た
三
瀦
県
と
い
っ
た
、明
治
期
の
一
定
期
間
の
み
に
存
在
し
て
い
た
地
名
が「
作

成
・
取
得
部
局
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
名
称
で
検
索
を
し
な
い
と
表
示
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
は

明
治
期
に
お
け
る
地
名
や
当
時
の
裁
判
所
の
管
轄
区
域
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。 

 

こ
こ
ま
で
【
表
2
】
を
も
と
に
都
道
府
県
別
に
分
類
し
た
場
合
に
お
け
る
資
料
群
の

特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
な
お
、
地
方
裁
判
所
・
支
庁
・
区
裁
判
所
等
を
一
つ
一

つ
に
区
分
け
し
て
分
析
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
前
章
ま
で
で
論
じ
て
き
た
簿
冊
名
に

よ
る
分
類
に
よ
っ
て
整
理
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
分
か
り
や
す
い
事
例
と
し
て
、
群

馬
県
の
熊
谷
裁
判
所
前
橋
支
庁
の
事
例
を

見
て
い
こ
う
。【
表
3
】
は
Ｄ
Ａ
で
得
ら

れ
る
情
報
か
ら
、
熊
谷
裁
判
所
前
橋
支
庁

の
簿
冊
別
の
所
蔵
状
況
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。【
表
3
】
で
見
る
よ
う
に
熊
谷

裁
判
所
前
橋
支
庁
の
簿
冊
は
、「
断
刑
録
」

と
「
口
書
録
」
と
「
断
獄
表
」
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。「
断
刑
録
」
と
「
口
書
録
」
に

つ
い
て
は
、
明
治
九
年
一
二
月
～
明
治
一

四
年
一
二
月
ま
で
に
つ
い
て
、
一
部
欠
本

が
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、判
決
文
と
供
述
調
書
に
つ
い
て
は
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
な
お
、
熊
谷
地
方
裁
判
所
前
橋

支
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
一
一

月
八
日
で
あ
り
39

、
設
置
当
初
以
来
の
簿

冊
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
断
獄
表
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
〇
年

の
も
の
が
部
分
的
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。 

請求番号 簿冊名 所蔵数 作成年月の範囲 所蔵状況

平１６法務00373100〜
平１６法務00431100 断刑録 59

明治9年12月〜
明治14年11月

・明治9年12月〜明治14年11月
までの各月の簿冊が全て揃って
いる。

平１６法務00432100〜
平１６法務00484100 口書録 53

明治9年12月〜
明治14年12月

・明治9年12月〜明治14年12月
までの各月の内、明治10年5,９
月、明治11年5,12月、明治12年
1,3月、明治13年12月、明治14
年1月は欠本。

平１６法務00485100〜
平１６法務00488100 断獄表 4

明治10年5月〜
明治10年12月

・明治10年5月〜明治10年12月
までの各月の内、明治10年
6,7,9,11月は欠本。

【表3】熊谷裁判所前橋支庁の簿冊別の所蔵状況

一
二

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て

『
北
の
丸
』
第
54
号　
　



裁
判
所
に
よ
っ
て
は
、
江
戸
時
代
や
司
法
職
務
定
制
施
行
以
前
の
簿
冊
を
所
蔵
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
40

、【
表
3
】
の
よ
う
な
整
理
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
が
、
基
本
的

に
は
簿
冊
名
か
ら
判
決
文
と
供
述
調
書
と
そ
れ
以
外
の
簿
冊
に
分
類
し
て
、
整
理
を
し

て
い
く
方
法
が
有
効
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
供
述
調
書
の
簿
冊
名
は
「
口
書

録
」・「
罪
案
録
」・「
罪
案
擬
律
」、
判
決
文
の
簿
冊
名
は
「
断
刑
録
」・「
罰
文
」・「
言
渡
」・

「
判
決
原
本
」・「
裁
判
書
」
と
い
っ
た
形
で
分
類
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
一
つ
一
つ
の
地
方
裁
判
所
・
支
庁
・
区
裁
判
所
等
に
区
分
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

そ
の
所
蔵
資
料
の
性
格
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
熊
谷

裁
判
所
前
橋
支
庁
の
よ
う
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
期
間
に
つ
い
て
通
年
で
揃
っ
て
い

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ご
く
一
部
の
期
間
に
つ
い
て
断
片
的
に
し
か
所
蔵
し
て
い
な
い
場

合
も
あ
り
、
地
方
裁
判
所
・
支
庁
・
区
裁
判
所
ご
と
に
所
蔵
状
況
は
大
き
く
異
な
る
。

通
年
で
揃
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
制
度
的
な
変
遷
に
対
応
し
た
裁
判
の
実
態
を

分
析
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
群
と
い
え
る
。 

 

四四  

治治
罪罪
法法
施施
行行
以以
後後
のの
文文
書書
管管
理理
とと
保保
存存
規規
程程  

   

「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
は
、
前
述
し
た
通
り
基
本
的
に
は
治
罪
法
が
施
行
さ

れ
た
明
治
一
五
年
一
月
一
日
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
方
で
、
明
治
初
期
か
ら
平
成
一
七
年
度
に
館
に
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
保
存
さ
れ

続
け
た
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
間
に
お
け
る
文
書
管
理
や
保
存

規
程
と
無
縁
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
治
罪

法
施
行
以
後
の
文
書
管
理
と
保
存
規
程
に
注
目
し
て
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
関
す
る
保
存
制
度
の
歴
史
に
つ

い
て
は
、
浅
古
弘
氏
41

や
山
田
敏
之
氏
42

に
よ
る
整
理
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
を

参
照
し
つ
つ
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
保
存
に
関
し
て
そ
の
経
緯
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。 

 

は
じ
め
て
記
録
保
存
を
明
文
で
規
定
し
た
の
は
、
明
治
一
五
年
施
行
の
治
罪
法
で
あ

り
、
三
二
三
条
に
「
裁
判
言
渡
書
及
ヒ
公
判
始
末
書
ノ
正
本
ハ
其
裁
判
所
ノ
書
記
局
ニ

保
存
ス
可
シ
」
43

と
あ
る
。
そ
し
て
、
記
録
の
保
存
期
間
が
明
示
さ
れ
た
の
が
、
明
治

一
八
年
の
大
審
院
并
裁
判
所
の
書
類
保
存
規
程
44

で
あ
り
、
違
警
罪
・
軽
罪
・
重
罪
の

訴
訟
書
類
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
、
六
年
、
二
〇
年
の
有
期
保
存
と
さ
れ
た
。

一
方
で
判
決
文
に
つ
い
て
は
、
第
一
〇
条
に
「
民
事
刑
事
ノ
言
渡
書
及
命
令
書
ハ
永
久

之
ヲ
保
存
ス
可
シ
」
45

と
あ
り
、
永
久
保
存
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
六
条
に
は
「
此

規
則
ハ
大
審
院
ハ
其
創
設
控
訴
裁
判
所
ハ
上
等
裁
判
所
ト
始
審
裁
判
所
ハ
地
方
裁
判
所

ト
称
セ
シ
以
後
ノ
書
類
ニ
適
用
ス
可
キ
者
ト
ス
」
46

と
あ
り
、
大
審
院
創
設
以
前
、
控

訴
裁
判
所
・
始
審
裁
判
所
が
上
等
裁
判
所
・
地
方
裁
判
所
と
称
す
る
以
前
の
書
類
に
つ

い
て
、
保
存
規
程
の
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
司
法
省

達
の
大
審
院
並
裁
判
所
書
類
保
存
規
程
心
得
で
は
、「
同
第
十
六
条
ニ
定
メ
タ
ル
上
等
裁

判
所
及
地
方
裁
判
所
ト
称
セ
シ
以
前
ノ
訴
訟
書
類
ハ
総
テ
之
ヲ
保
存
ス
可
シ
」
47

と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
書
類
は
全
て
保
存
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
48

。
地
方
裁
判
所

と
称
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
九
月
一
三
日
以
降
で
あ
る
か
ら
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判

記
録
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
の
判
決
文
以
外
の
訴
訟
書
類
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ

て
い
た
の
は
、
こ
の
時
の
規
程
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
49

。 

 

そ
の
後
、
明
治
一
八
年
の
書
類
保
存
規
程
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
の
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
（
大
正
七
年
六
月
三
日
司
法
省
法
務

局
庶
第
七
号
司
法
大
臣
訓
令
）
50

で
あ
る
。
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
第
二
四
条
に
よ

れ
ば
、
刑
事
記
録
に
つ
い
て
は
刑
の
種
類
に
よ
っ
て
保
存
期
間
が
異
な
っ
て
お
り
、
死

刑
又
は
無
期
刑
は
一
五
年
、
六
年
以
上
の
有
期
刑
は
一
〇
年
、
六
年
未
満
の
有
期
刑
は

五
年
、
罰
金
は
三
年
、
拘
留
又
は
過
料
は
一
年
と
そ
れ
ぞ
れ
有
期
保
存
と
さ
れ
て
い
る
51

。

な
お
判
決
の
原
本
に
つ
い
て
は
、
第
三
一
条
に
永
久
保
存
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

一
三

治
罪
法
施
行
以
前
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刑
事
事
件
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裁
判
記
録
に
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い
て
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る
。 浅

古
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
に
お
い
て
特
徴
的
な

の
は
、
特
別
保
存
と
い
う
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
52

。
民
刑
訴
訟
記
録
保

存
規
程
第
四
〇
条
に
は
第
一
項
で
「
重
要
ナ
ル
事
件
ノ
記
録
ニ
シ
テ
史
料
又
ハ
後
日
ノ

参
考
ト
為
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
保
存
期
間
満
了
ノ
後
ト
雖
引
続
キ
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
」
53

と

あ
り
、
第
二
項
で
「
前
項
ノ
記
録
ハ
特
別
ニ
之
ヲ
保
管
シ
相
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
本
省
ノ
保
管
二
移
ス
ヘ
シ
」
54

と
な
っ
て
い
て
、
重
要
な
事
件
の
記
録
に
つ
い
て

保
存
期
間
満
了
後
も
保
存
し
て
お
く
特
別
保
存
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
特

別
保
存
に
つ
い
て
浅
古
氏
は
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
司
法
省

和
漢
図
書
目
録
』
55

の
「
Y 

特
殊
記
録
、
民
事
刑
事
参
考
」
の
項
目
に
注
目
し
て
い

る
が
、「
刑
事
参
考
資
料
」
の
項
目
に
は
具
体
的
な
資
料
名
が
な
く
、
制
度
の
実
際
の
運

用
も
不
明
と
さ
れ
て
い
る
56

。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記

録
を
見
て
み
る
と
、「
刑
事
参
考
資
料
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
る
簿
冊
が
散
見
さ
れ
る
の
が

注
目
さ
れ
る
57

。
こ
の
貼
紙
の
あ
る
簿
冊
が
、
大
正
七
年
の
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程

で
特
別
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
の
と
こ

ろ
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
簿
冊
が
保
管
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
考
え
る
上
で
重

要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

大
正
七
年
の
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
に
つ
い
て
は
、
改
正
を
経
な
が
ら
継
続
し
、

戦
後
の
司
法
改
革
を
迎
え
て
い
る
が
、
戦
後
数
年
間
は
保
存
規
程
に
つ
い
て
何
ら
措
置

が
な
さ
れ
て
い
な
い
58

。
昭
和
二
三
年
の
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
三
一

号
）
第
五
三
条
第
四
項
に
お
い
て
は
、「
訴
訟
記
録
の
保
管
及
び
そ
の
閲
覧
の
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
別
に
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。」
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
法
律
は
制
定

さ
れ
ず
、
昭
和
四
五
年
に
検
務
関
係
文
書
等
保
存
事
務
暫
定
要
領
（
昭
和
四
五
年
一
一

月
法
務
省
刑
事
第
四
五
号
刑
事
局
長
通
達
）
と
い
う
暫
定
的
な
取
り
扱
い
要
領
が
出
さ

れ
て
お
り
、
昭
和
六
二
年
に
な
っ
て
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
59

。 

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
は
、
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
の
保
管
、
保
存
及

び
閲
覧
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
が
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
の
第
二
条
関
係
の
別
表
で

は
、
保
管
記
録
の
区
分
は
裁
判
書
と
裁
判
書
以
外
の
保
管
記
録
の
二
つ
に
大
き
く
区
分

が
分
か
れ
て
い
る
。
保
管
期
間
に
つ
い
て
は
、
裁
判
書
の
場
合
は
、
死
刑
又
は
無
期
の

懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
処
す
る
確
定
裁
判
は
一
〇
〇
年
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処

す
る
確
定
裁
判
は
五
〇
年
、
罰
金
、
拘
留
若
し
く
は
科
料
に
処
す
る
確
定
裁
判
又
は
刑

を
免
除
す
る
確
定
裁
判
は
二
〇
年
60

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
裁
判
書
以
外
の

保
管
記
録
に
つ
い
て
は
、
刑
に
処
す
る
裁
判
に
よ
り
終
結
し
た
被
告
事
件
の
保
管
記
録

の
場
合
、
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の
は
五
〇

年
、二
〇
年
を
超
え
る
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の
は
三
〇
年
、

一
〇
年
以
上
二
〇
年
以
下
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の
は
二
〇
年
、

五
年
以
上
一
〇
年
未
満
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の
は
一
〇
年
、
刑

の
一
部
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
裁
判
に
係
る
も
の
は
八
年
、
五
年
未
満
の
懲
役
又
は

禁
錮
に
処
す
る
裁
判
（
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
裁
判
を
除
く
。）
に
係
る
も

の
は
五
年
、
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の
は
三
年
61

と
規
定
さ

れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
判
決
原
本
（
裁
判
書
）
の
永
久
保
存
に
つ
い
て
の

規
定
が
な
く
な
っ
た
点
で
あ
り
、
供
述
調
書
等
の
訴
訟
書
類
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
書
に

つ
い
て
も
全
て
有
期
保
存
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
三
項
に
「
保
管
検
察

官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
管
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と

あ
り
、
保
管
期
間
の
延
長
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
九
条
に
お
い
て
は
、「
法
務
大

臣
は
、
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
に
つ
い
て
、
刑
事
法
制
及
び
そ
の
運
用
並
び
に

犯
罪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
そ
の
保

管
期
間
又
は
保
存
期
間
の
満
了
後
、
こ
れ
を
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
す
る
も
の
と

す
る
。」
と
あ
っ
て
、
保
管
期
間
又
は
保
存
期
間
満
了
後
も
保
存
さ
れ
る
刑
事
参
考
記
録

一
四

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
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い
て
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に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
刑
事
参
考
記
録

に
つ
い
て
は
選
定
す
る
事
件
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
現
在
に
お
い
て
も
議
論
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。 

「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
は
、
治
罪
法
施
行
以
前
の
文
書
の
た
め
、
移
管
時
の

平
成
一
七
年
の
時
点
に
お
い
て
、
保
管
期
間
は
一
〇
〇
年
を
超
え
て
お
り
（
保
管
期
間

の
最
長
は
、
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
処
す
る
確
定
裁
判
の
裁
判
書
で

一
〇
〇
年
）、
廃
棄
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
た
め
、
平
成
一
七
年
度
に
館
に

移
管
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁

判
記
録
に
は
「
刑
事
参
考
記
録
」
の
貼
紙
が
あ
る
簿
冊
が
あ
り
62

、
こ
う
し
た
簿
冊
は

刑
事
参
考
記
録
に
指
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
こ
ま
で
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
即
し
て
、
保
存
制
度
の
歴
史
を
見
て
き

た
が
、
第
二
章
に
お
い
て
触
れ
た
、
治
罪
法
施
行
以
後
の
規
定
に
見
ら
れ
る
名
称
の
簿

冊
（「
判
決
原
本
」
や
「
裁
判
書
」）
が
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
い
て
も
見

ら
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。 

ま
ず
、
「
判
決
原
本
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
明
治
二
三
年
の

刑
事
訴
訟
法
（
明
治
二
三
年
法
律
第
九
六
号
）
以
降
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
刑
事
訴
訟
法
第
二
〇
五
条
に
は
「
判
決
ノ
原
本
ニ
ハ
其
裁
判
ヲ
為
シ
タ
ル

裁
判
所
、
年
月
日
、
其
事
件
ニ
干
与
シ
タ
ル
検
事
ノ
官
氏
名
ヲ
記
載
シ
判
事
、
裁
判
所

書
記
共
ニ
署
名
捺
印
ス
可
シ
」
63

と
あ
り
、「
判
決
ノ
原
本
」
と
い
う
名
称
で
判
決
文
を

呼
称
し
て
い
る
。
な
お
、
民
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
場
合
は
、
各
地
の
裁
判
所
が
開
庁

期
の
民
事
判
決
原
本
を
「
民
事
判
決
原
本
綴
」
と
し
て
整
理
保
存
し
、「
民
事
判
決
原
本
」

と
い
う
用
語
が
明
治
二
三
年
の
民
事
訴
訟
法
（
明
治
二
三
年
法
律
第
二
九
号
）
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
浅
古
氏
は
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
明
治
一
八
年
の
大
審
院
并
裁

判
所
の
書
類
保
存
規
程
の
も
と
で
、
明
治
二
三
年
以
降
に
裁
判
記
録
類
が
現
在
の
形
に

編
綴
し
直
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
64

。
こ
う
し
た
点
を
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記

録
で
考
え
て
み
る
と
、
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
場
合
は
、「
断
刑
録
」
と
い
っ
た
司
法

職
務
定
制
の
時
代
の
形
式
を
残
す
簿
冊
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
お
り
、
民
事
事
件
の
裁

判
記
録
と
は
異
な
っ
た
整
理
保
存
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
「
判
決

原
本
」
と
い
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
簿
冊
に
つ
い
て
は
、
刑
事
事
件
の
場
合
に
お

い
て
も
明
治
二
三
年
以
降
に
編
綴
し
直
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
「
裁
判
書
」
と
い
う
簿
冊
名
の
場
合
は
、
「
裁
判
書
」
と
い
う
呼
称
が
現
行
の

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
法
が
施
行
さ
れ
た

昭
和
六
三
年
以
降
に
整
理
し
直
し
た
簿
冊
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、「
平
一
六
法

務
」
の
裁
判
記
録
に
お
い
て
は
、
元
の
簿
冊
に
「
裁
判
書
」
の
表
紙
が
つ
け
ら
れ
た
二

重
表
紙
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
65

、
簿
冊
が
作
成
さ
れ
た
後
の
時
代
に
整
理
保

存
し
直
し
た
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
こ
ま
で
、
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
関
す
る
保
存
制
度
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
が
保
存
さ
れ
て
き
た
背
景
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ

れ
に
よ
り
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
は
、
治
罪
法
施
行
以
前
の
裁
判
記
録
で
あ

る
と
い
う
点
の
み
な
ら
ず
、
平
成
一
七
年
の
館
へ
の
移
管
に
至
る
ま
で
の
保
存
制
度
の

歴
史
が
刻
印
さ
れ
た
資
料
群
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
う

し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
資
料
群
は
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
保
存
に
お
け
る
重

要
な
先
例
で
あ
り
、
今
後
の
適
切
な
保
存
を
考
え
て
い
く
上
で
の
参
考
資
料
と
し
て
も

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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こ
こ
ま
で
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
、
移
管
文
書
の
簿
冊
の
名
称
や

そ
の
背
景
に
あ
る
法
律
・
規
程
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
の
資
料
群
の
構
造
及
び
特
徴
に

つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し

一
五

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
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た
い
。 

ま
ず
第
一
章
で
は
明
治
初
期
の
裁
判
組
織
の
変
遷
を
整
理
し
た
上
で
、
司
法
文
書
の

文
書
管
理
に
お
け
る
画
期
と
し
て
、
明
治
五
年
の
司
法
職
務
定
制
に
注
目
し
、
司
法
職

務
定
制
で
規
定
さ
れ
て
い
る
簿
冊
の
名
称
と
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
け
る

簿
冊
の
名
称
を
照
合
さ
せ
て
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判

記
録
は
、
司
法
職
務
定
制
の
規
定
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
簿
冊
を
基
準
と
し
て
整

理
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
簿
冊
の
内
訳
を
見
て
い
く
と
、
こ
の
資

料
群
に
は
裁
判
の
業
務
上
の
記
録
簿
、
供
述
調
書
、
判
決
文
と
い
っ
た
資
料
が
ま
と
ま

っ
た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

次
に
第
二
章
で
は
、
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お
け
る
事
務
の
流
れ
に
注
目
し
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
簿
冊
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
。
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お
け
る
事

務
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
書
類
作
成
順
を
大
ま
か
に
整
序
す
る
と
、
供
述
調
書
が
作
成
さ

れ
て
、
擬
律
が
記
入
さ
れ
、
判
決
文
が
作
成
さ
れ
る
と
い
う
手
順
と
な
り
、
簿
冊
名
だ

と
①
「
口
書
録
」・「
罪
案
録
」・「
罪
案
擬
律
」
→
②
「
断
刑
録
」・「
罰
文
」・「
言
渡
」・

「
判
決
原
本
」・「
裁
判
書
」
と
い
う
整
理
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
裁
判
の
終
了
後
に
「
断

獄
一
件
帳
」
の
よ
う
な
記
録
簿
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
簿
冊
は
事
務
の
流
れ
に
沿
っ
て
整
序
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

そ
し
て
第
三
章
で
は
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
、「
作
成
・
取
得
部

局
」
の
各
裁
判
所
を
個
別
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
資
料
群
の
特
徴
を
分
析
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
地
方
裁
判
所
・
支
庁
・
区
裁
判
所
ご
と
の
所
蔵
件
数
に
か
な
り
偏
り
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
裁
判
所
・
支
庁
・
区
裁
判
所
ご
と
に
一
つ

一
つ
に
区
分
け
し
て
資
料
群
の
性
格
を
分
析
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、「
口
書
録
」（
供

述
調
書
）
や
「
断
刑
録
」（
判
決
文
）
と
い
っ
た
簿
冊
の
名
称
に
よ
る
分
類
に
よ
っ
て
、

整
理
を
し
て
い
く
方
法
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

さ
ら
に
第
四
章
で
は
、
治
罪
法
施
行
以
後
の
文
書
管
理
や
保
存
規
程
を
参
照
し
な
が

ら
、
こ
の
資
料
群
が
保
存
さ
れ
て
き
た
過
程
を
分
析
し
た
。
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の

保
存
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
八
年
の
大
審
院
并
裁
判
所
の
書
類
保
存
規
程
、
大
正
七
年

の
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
、
昭
和
六
二
年
の
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
画
期
が
あ
る
。特
に
特
別
保
存
の
規
定
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、「
平
一
六
法
務
」

の
裁
判
記
録
に
お
い
て
「
刑
事
参
考
資
料
」・「
刑
事
参
考
記
録
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
る

点
に
注
目
し
、
裁
判
記
録
の
特
別
保
存
の
指
定
に
つ
い
て
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記

録
に
そ
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

本
稿
で
は
特
に
簿
冊
名
に
注
目
し
て
資
料
群
の
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
資
料

群
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
簿
冊
で
構
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
資
料
群
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
提
示
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
重
要

と
な
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
資
料
群
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
裁
判
の
先
例
と
し
て
の
役
割
は
現
用
段
階
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
た
点
で
あ

る
が
66

、
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
通
年
で
簿
冊
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
制
度
的
な
変
遷
に
対
応
し
た
裁
判
の
実
態
を
見

て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
、
特
定
の
地
域
で
起
こ
っ
た
事
件
を
見
て
い
く

こ
と
で
、
明
治
期
の
状
況
や
世
相
に
つ
い
て
も
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
様
々
な
活

用
の
あ
り
方
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
判
決
文
以
外
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
点

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
言
及
す
る
と
、
口
書
や
罪
案
で
得
ら
れ
る
情
報
は
、
判
決
文
以

上
に
犯
人
の
動
機
や
心
情
を
窺
い
知
れ
る
場
合
も
あ
り
、
事
件
を
読
み
解
く
上
で
は
重

要
な
記
録
と
い
え
る
。 

記
録
を
将
来
に
残
す
と
い
う
点
で
は
、
特
別
保
存
の
規
定
な
ど
に
お
い
て
、
将
来
に

こ
の
記
録
を
残
し
て
活
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
こ
れ
ま
で
の
制
度
上
に
お
い
て

も
垣
間
見
ら
れ
た
点
は
重
要
で
あ
り
、
治
罪
法
施
行
以
後
の
簿
冊
に
つ
い
て
も
今
後
ど

の
よ
う
な
形
で
残
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
今
後
は
刑
事
参
考
記
録
の
選
定
範
囲
の
判
断
基
準
や
館
へ
の
移
管
に
つ
い
て
の

一
六

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
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議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記

録
は
、
館
へ
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
の
移
管
の
先
例
で
あ
り
、
今
後
の
指
針
を
考
え

る
上
で
も
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
平
一
六
法
務
」の
裁
判
記
録
が
今
後
、

様
々
な
視
覚
か
ら
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

 

1 

治
罪
法
は
「
我
が
国
最
初
の
完
備
し
た
近
代
的
刑
事
訴
訟
法
典
」（
最
高
裁
判
所

事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
、
四
二
頁
）
と

さ
れ
る
。
な
お
、
同
日
に
刑
法
（
明
治
一
三
年
太
政
官
布
告
第
三
六
号
・
旧
刑

法
）
も
施
行
さ
れ
て
お
り
、
法
制
史
上
で
は
一
つ
の
画
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

2 

本
稿
に
お
い
て
「
請
求
番
号
」
と
記
載
す
る
場
合
は
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
限

り
は
、
館
の
請
求
番
号
と
す
る
。 

3 

館
の
Ｄ
Ａ
（「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
、https://w

w
w.digital.a

rchives.go.jp/

（
以
下
同
）（
参
照
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
））
の
資
料
群

階
層
で
は
、
行
政
文
書
→
法
務
省
→
検
察
庁
関
係
→
地
方
検
察
庁
関
係
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
な
お
地
方
検
察
庁
関
係
は
二
八
七
二
件
が
表
示
さ
れ
る
が
、
そ

の
う
ち
、
平
成
一
七
年
度
以
外
に
移
管
さ
れ
た
文
書
が
一
〇
件
含
ま
れ
て
い
る

（
請
求
番
号 

平
一
九
法
務
〇
〇
一
八
三
一
〇
〇
～
〇
〇
一
八
六
一
〇
〇
、
平

二
三
法
務
〇
〇
一
二
七
一
〇
〇
、
平
二
八
法
務
〇
〇
二
三
九
一
〇
〇
～
〇
〇
二

四
三
一
〇
〇
）
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
昭
和
・
平
成
期
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で

あ
り
、
平
成
一
七
年
度
移
管
文
書
と
は
性
格
が
異
な
る
た
め
、
本
稿
の
分
析
の

対
象
外
と
し
た
。 

4 

安
竹
貴
彦
・
「
諸
吟
味
書
」
研
究
会
「「
諸
吟
味
書
」（
壱
番
帳
）
―
明
治
二
年
大

阪
府
の
刑
事
判
決
録
―
」『
法
学
雑
誌
』
五
八
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
を

は
じ
め
と
す
る
安
竹
氏
の
大
阪
の
諸
吟
味
書
に
つ
い
て
の
一
連
の
研
究
や
橋
本

誠
一
『
明
治
初
年
の
裁
判
―
垂
直
的
手
続
構
造
か
ら
水
平
的
手
続
構
造
へ
―
』
晃

洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
に
お
け
る
「
第
五
章 

下
田
区
裁
判
所
の
刑
事
司
法
手
続

―
治
罪
法
施
行
以
前
を
中
心
に
―
」（
初
出
二
〇
一
五
年
）
等
、
特
定
の
地
域
を

素
材
と
し
て
実
証
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

5 

竹
澤
哲
夫
「
司
法
資
料
の
保
存
と
利
用
―
判
決
原
本
・
民
事
に
続
い
て
刑
事
へ
―
」

『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
二
九
号
、
二
〇
〇
七
年
七
月
。 

6 

法
務
省
「
刑
事
参
考
記
録
一
覧
の
掲
載
に
つ
い
て
」
、https://w

w
w.m

oj.go.jp/k
eiji1/keiji02_00001.htm

l

（
参
照
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
）
。 

7 

館
の
Ｄ
Ａ
の
資
料
群
階
層
で
は
、
司
法
文
書
→
刑
事
参
考
記
録
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
移
管
の
経
緯
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
「
刑
事
参
考
記
録
」
の
資
料
群

詳
細
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

「
平
成
二
六
年
八
月
二
五
日
に
内
閣
総
理
大
臣
と
法
務
大
臣
の
間
で
「
歴
史
資
料

と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
」
の

定
め
が
締
結
さ
れ
、
法
務
大
臣
が
そ
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
「
歴
史
公
文
書
等
」
は
、
法
務
省
が
保
有
す
る
刑
事

事
件
に
係
る
判
決
書
等
の
訴
訟
に
関
す
る
書
類
の
う
ち
、
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
公
文
書
そ
の
他
の
文
書
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
保
存
期
間
を
満
了
し
た
も

の
が
当
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
刑
事
参
考
記
録
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
七
月
三
日
に
内
閣
府
大
臣
官
房
長
と
法
務
省
刑
事
局
長
の
間
で
「
歴
史
公

文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
の
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
の
実
施
に
つ
い
て
」

（
平
成
二
六
年
八
月
二
五
日
内
閣
府
大
臣
官
房
長
・
法
務
省
刑
事
局
長
申
合
せ
）

が
一
部
改
正
さ
れ
、
「
歴
史
公
文
書
等
の
移
管
計
画
に
つ
い
て
」（
令
和
二
年
三

月
二
四
日
付
け
内
閣
総
理
大
臣
通
知
）
が
決
定
さ
れ
た
。
」
、https://w

w
w.digit

al.archives.go.jp/fonds/4492942

（
参
照
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
）
。 

8 

令
和
三
年
二
月
一
二
日
「
法
務
大
臣
閣
議
後
記
者
会
見
の
概
要
」https://w

w
w.m

oj.go.jp/hisho/kouhou/hisho08_00170.htm
l

（
参
照
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇

日
）
に
お
い
て
、
刑
事
参
考
記
録
の
指
定
の
在
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
上
川

陽
子
法
務
大
臣
（
当
時
）
が
報
告
し
て
い
る
。 

9 

江
戸
時
代
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
は
、
館
の
Ｄ
Ａ
上
で
は
、
二
四
件
の
確
認
が

で
き
る
。
都
道
府
県
別
の
内
訳
は
、
長
野
二
〇
件
（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇

〇
五
六
六
一
〇
〇
～
平
一
六
法
務
〇
〇
五
八
五
一
〇
〇
）
、
福
岡
三
件
（
請
求
番

号 

平
一
六
法
務
〇
一
八
八
四
一
〇
〇
～
平
一
六
法
務
〇
一
八
八
六
一
〇
〇
）
、

熊
本
一
件
（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇
二
二
四
七
一
〇
〇
）
で
あ
る
。 

10 

な
お
、
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、
治
罪
法
施
行
以
後
に
作
成
さ
れ
た
文
書
も
含
ま

れ
て
い
る
（
館
の
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
、
「
年
月
日
」
を
明
治
一
五
年
以
降
に
検
索
条

件
を
設
定
し
て
検
索
す
る
と
、
治
罪
法
施
行
以
降
の
簿
冊
が
二
〇
件
表
示
さ
れ

る
）
。 

一
七

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
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11 
司
法
省
及
び
裁
判
所
に
関
す
る
法
律
・
規
程
等
に
つ
い
て
は
、
浅
古
弘
・
竹
澤
哲

夫
・
中
山
幸
二
・
安
藤
正
人
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代

的
課
題
」『
早
稲
田
法
学
』
六
九
巻
二
号
、
一
九
九
三
年
、
の
資
料
編
、
中
野
目

徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集 

中
央
行
政
機
関
編
』

岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
に
一
定
程
度
網
羅
さ
れ
て
い
る
。 

12 

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』（
前
掲
注
1
）
。 

13 

慶
応
四
年
～
明
治
四
年
の
司
法
省
設
置
ま
で
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判

所
事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』（
前
掲
注
1
）
、
一
六
～
一
八
頁
、
に
依
っ

た
。
な
お
、
当
該
期
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
司
法
省
総
務
局
記
録
課
編
『
司
法
省

沿
革
略
誌
（
明
治
元
年
正
月
～
明
治
二
十
一
年
十
二
月
）』
司
法
省
、
一
八
八
九

年
、
参
照
。 

14 

「
公
文
録
・
明
治
五
年
・
第
六
十
九
巻
・
壬
申
八
月
・
司
法
省
伺
（
待
罪
・
布

達
）」（
請
求
番
号 

公
〇
〇
六
九
三
一
〇
〇
、
件
名
番
号 

〇
〇
一
「
本
省
職
制

事
務
章
程
御
達
」
）
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧

字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
（
以
下
同
）
。 

15 

そ
れ
ぞ
れ
司
法
職
務
定
制
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
司
法
職
務
定
制
施
行
当
時
の

裁
判
所
制
度
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』（
前

掲
注
1
）
、
一
八
～
一
九
・
五
二
八
頁
で
解
説
・
図
示
さ
れ
て
お
り
、
説
明
に
あ

た
っ
て
参
照
し
た
。 

16 

大
審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
施
行
当
時
の
裁
判
所
制
度
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁

判
所
事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』（
前
掲
注
1
）
、
二
〇
～
二
二
頁
・
五
二

九
頁
に
解
説
・
図
示
さ
れ
て
お
り
、
説
明
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
。
な
お
、
当

該
期
の
刑
事
裁
判
制
度
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
福
山
道
義
「
司
法
職
務
定
制
か
ら

大
審
院
設
置
後
ま
で
の
刑
事
裁
判
制
度
と
司
法
省
」『
福
岡
大
學
法
学
論
叢
』
六

二
（
三
）
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
に
詳
し
い
。 

17 

「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
十
七
巻
・
官
制
四
・
文
官

職
制
四
」（
請
求
番
号 

太
〇
〇
二
三
九
一
〇
〇
、
件
名
番
号 

〇
三
八
「
大
審

院
諸
裁
判
所
及
司
法
省
検
事
職
制
章
程
附
巡
回
裁
判
所
規
則
判
事
職
制
通

則
」）
。 

18 

そ
れ
ぞ
れ
大
審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
、
裁
判
支
庁
仮
規
則
、
区
裁
判
所
仮
規

則
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

19 

前
掲
注
14
。 

20 

司
法
職
務
定
制
に
お
い
て
司
法
省
裁
判
所
の
断
獄
課
が
管
理
す
る
文
書
を
規
定

し
て
い
る
第
五
二
条
第
二
で
は
「
管
主
ス
ル
簿
書
十
七
部
左
ノ
如
シ
」
と
あ
る
が
、

簿
書
名
は
一
六
部
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

21 

前
掲
注
14
。 

22 

前
掲
注
14
。 

23 

前
掲
注
4
参
照
。 

24 

橋
本
誠
一
『
明
治
初
年
の
裁
判
―
垂
直
的
手
続
構
造
か
ら
水
平
的
手
続
構
造
へ

―
』（
前
掲
注
4
）
に
お
け
る
「
第
五
章 

下
田
区
裁
判
所
の
刑
事
司
法
手
続
―

治
罪
法
施
行
以
前
を
中
心
に
―
」
。
ま
た
、
「
静
岡
県
史
料
」（
請
求
番
号 

府

県
史
料
静
岡
）
を
活
用
し
た
「
第
四
章 

静
岡
裁
判
所
の
刑
事
司
法
手
続
き
」（
初

出
二
〇
一
四
年
）
も
合
わ
せ
て
参
照
し
た
。 

25 

「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
三
百
四
十
八
巻
・
治
罪

二
・
刑
事
裁
判
所
二
」（
請
求
番
号 

太
〇
〇
五
八
三
一
〇
〇
、
件
名
番
号 

〇

二
二
「
断
獄
表
書
式
」）
。 

26 

前
掲
注
14
。 

27 

平
一
六
法
務
〇
一
九
六
五
一
〇
〇
の
簿
冊
に
お
い
て
は
、
日
付
の
記
入
漏
れ
が

あ
り
、
空
欄
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
【
写
真
1
】
の
事

例
に
お
い
て
は
、
「
処
刑
ノ
言
渡
」
の
日
付
が
明
治
九
年
一
二
月
二
二
日
で
、
「
擬

律
の
検
印
」
の
二
三
日
と
順
番
が
前
後
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
管
見
で
は
こ
の

よ
う
な
事
例
は
他
に
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
「
処
刑
ノ
言
渡
」
は
二
三
日
の
書
き

損
じ
と
考
え
ら
れ
る
。 

28 

「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
三
百
四
十
八
巻
・
治
罪

二
・
刑
事
裁
判
所
二
」（
請
求
番
号 

太
〇
〇
五
八
三
一
〇
〇
、
件
名
番
号 

〇

〇
六
「
罪
案
凡
例
」
、
件
名
番
号 

〇
〇
七
「
罪
案
書
式
」）
。 

29 

前
掲
注
28
の
う
ち
（
件
名
番
号 

〇
〇
六
「
罪
案
凡
例
」）
。 

30 

館
の
Ｄ
Ａ
の
資
料
群
階
層
で
は
、
行
政
文
書
→
内
閣
・
総
理
府
→
太
政
官
・
内

閣
関
係
→
第
六
類 

太
政
類
典
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
簿
冊
の
内
容
に
つ
い
て

は
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
「
第
六
類 

太
政
類
典
」
の
資
料
群
詳
細
に
お
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

「
太
政
官
日
記
、
太
政
官
日
誌
、
公
文
録
等
か
ら
典
例
条
規
（
先
例
、
法
令
等
）

を
採
録
浄
書
し
、
制
度
門
か
ら
治
罪
門
ま
で
の
一
九
部
門
に
分
類
し
、
こ
れ
を

年
代
順
に
編
纂
し
た
も
の
。
編
纂
の
際
の
草
稿
も
残
さ
れ
て
い
る
。
」
、https://

一
八

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て

『
北
の
丸
』
第
54
号　
　



w
w
w.digital.archives.go.jp/fonds/2321535

、
（
参
照
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三

〇
日
）
。 

31 

前
掲
注
14
。 

32 

「
口
書
録 

断
刑
録 

第
五
号
」（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇
一
五
七
三
一
〇

〇
）。
な
お
、
仮
口
供
は
警
察
署
が
作
成
し
て
い
る
。 

33 

橋
本
誠
一
『
明
治
初
年
の
裁
判
―
垂
直
的
手
続
構
造
か
ら
水
平
的
手
続
構
造
へ

―
』（
前
掲
注
4
）
、
二
〇
八
、
二
六
九
頁
。 

34 

前
掲
注
25
。 

35 

判
決
文
の
形
式
は
、
現
在
の
よ
う
に
主
文
と
理
由
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら

が
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

36 

な
お
、
治
罪
法
で
は
、
第
三
二
三
条
に
「
裁
判
言
渡
書
及
ヒ
公
判
始
末
書
ノ
正
本

ハ
其
裁
判
所
ノ
書
記
局
ニ
保
存
ス
可
シ
」（「
太
政
類
典
・
第
四
編
・
明
治
十
三

年
・
第
五
十
八
巻
・
治
罪
・
刑
事
裁
判
所
」（
請
求
番
号 

太
〇
〇
七
六
三
一
〇

〇
、
件
名
番
号 

〇
〇
三
「
治
罪
法
創
定
」）
と
あ
り
、
「
裁
判
言
渡
書
」
と
い

う
簿
冊
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

37 

館
の
Ｄ
Ａ
で
、
「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
け
る
「
判
決
原
本
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
を
す
る
と
一
三
三
件
表
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
六
件
は
「
判
決
原

本
索
引
簿
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
件
数
か
ら
除
い
た
。 

38 

公
文
書
の
火
災
に
よ
る
消
失
事
例
に
つ
い
て
は
、
山
田
敏
之
氏
の
整
理
が
あ
る

（
山
田
敏
之
「
国
の
機
関
に
お
け
る
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
」『
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
』
八
三
六
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
、
一
八
～
二
〇
頁
）
。 

39 

前
橋
地
方
検
察
庁
「
沿
革
」、https://w

w
w.kensatsu.go.jp/kakuchou/m

aebashi/
page1000001.htm

l

（
参
照
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
）。 

40 

「
平
一
六
法
務
」
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
9
参

照
。
司
法
職
務
定
制
以
前
の
簿
冊
に
つ
い
て
は
、
大
枠
で
は
あ
る
が
、
試
み
に

館
の
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
、
「
年
月
日
」
を
明
治
一
年
～
明
治
四
年
に
検
索
条
件
を
設

定
し
て
検
索
す
る
と
二
〇
五
件
が
表
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
地
方
ご

と
に
異
な
る
名
称
の
様
々
な
簿
冊
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
統
一
性
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
う
ち
最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、

大
阪
の
「
諸
吟
味
書
」
七
二
件
で
あ
る
。
「
諸
吟
味
書
」
に
つ
い
て
は
、
安
竹
貴

彦
氏
の
研
究
（
前
掲
注
4
）
が
あ
る
。 

41 

浅
古
弘
「
〔
第
一
報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」
（
前
掲
注
11
）
、
七
二
～
九
〇

頁
）
。 

42 

山
田
敏
之
「
国
の
機
関
に
お
け
る
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
38
）
。 

43 

前
掲
注
36
。 

44 

明
治
一
八
年
大
審
院
并
裁
判
所
書
類
保
存
規
程
に
つ
い
て
は
、
浅
古
弘
「〔
第
一

報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保

存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
、
七
七
～
七
八
頁
）
に
詳
し
い
。
本

稿
の
説
明
に
あ
た
っ
て
も
参
照
し
た
。 

45 

「
公
文
録
・
明
治
十
八
年
・
第
百
二
十
一
巻
・
明
治
十
八
年
八
月
・
司
法
省
」（
請

求
番
号 

公
〇
四
〇
一
六
一
〇
〇
、
件
名
番
号 

〇
〇
一
「
大
審
院
裁
判
所
書
類

保
存
規
程
制
定
ノ
件
」）
。 

46 

前
掲
注
45
。 

47 

「
大
審
院
並
裁
判
所
書
類
保
存
規
程
心
得
」
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
浅
古
弘
・
竹

澤
哲
夫
・
中
山
幸
二
・
安
藤
正
人
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と

現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
の
資
料
編
、
一
四
三
頁
、
に
依
っ
た
。 

48 

な
お
、
保
管
場
所
に
つ
い
て
は
明
治
二
三
年
の
刑
事
訴
訟
法
施
行
当
初
は
裁
判

所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
が
（
第
二
一
一
条
）
、
明
治
二
九
年
の
司
法
省
民
刑
局
長

回
答
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
に
は
検
事
局
に
送
致
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
浅
古

弘
「〔
第
一
報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司

法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
、
七
六
頁
））
。 

49 

「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記
録
に
お
け
る
明
治
九
年
九
月
一
三
日
～
明
治
一
四
年

分
の
訴
訟
書
類
に
つ
い
て
は
、
何
故
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

50 

「
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
」
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
浅
古
弘
・
竹
澤
哲
夫
・
中

山
幸
二
・
安
藤
正
人
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課

題
」（
前
掲
注
11
）
の
資
料
編
、
一
四
三
～
一
四
七
頁
、
に
依
っ
た
。 

51 

刑
の
言
渡
し
が
な
か
っ
た
終
局
判
決
、
予
審
免
訴
の
決
定
の
あ
っ
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
死
刑
又
は
無
期
刑
の
事
件
は
一
〇
年
、
有
期
刑
の
事
件
は
五
年
、
罰

金
の
事
件
は
三
年
、
拘
留
又
は
過
料
は
一
年
と
保
存
期
間
が
短
く
設
定
さ
れ
て

い
る
（
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
第
二
五
条
）
。 

52 

浅
古
弘
「〔
第
一
報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）、
七
八
～
七
九
頁
）。 

53 

浅
古
弘
・
竹
澤
哲
夫
・
中
山
幸
二
・
安
藤
正
人
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保

一
九

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て

『
北
の
丸
』
第
54
号　
　



存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
の
資
料
編
、
一
四
七
頁
。 

54 
浅
古
弘
・
竹
澤
哲
夫
・
中
山
幸
二
・
安
藤
正
人
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保

存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
の
資
料
編
、
一
四
七
頁
。 

55 

司
法
省
調
査
課
『（
司
法
省
）
和
漢
図
書
目
録
』
一
九
三
七
年
、
一
五
一
三
～
二

三
六
〇
頁
。 

56 

浅
古
弘
「〔
第
一
報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）、
七
八
～
七
九
頁
）。 

57 

例
え
ば
若
松
県
刑
法
局
の
「
公
裁
録
」（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇
二
五
四
四

一
〇
〇
）
と
い
う
簿
冊
に
は
、
表
紙
に
「
刑
事
参
考
資
料 

第
八
八
号
」（
下
部

が
欠
け
て
い
る
）
と
い
う
貼
紙
が
あ
る
。
ま
た
、
比
較
的
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ

る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
シ
ー
ル
も
貼
ら
れ
て
お
り
、
「
刑
事
参
考
資
料 

七
〇
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
検
察
庁
で
何
ら
か
の
整
理
を
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

58 

浅
古
弘
「〔
第
一
報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
、
七
八
頁
）
。 

59 

竹
澤
哲
夫
「〔
第
二
報
告
〕
訴
訟
記
録
保
存
法
制
の
現
状
と
問
題
点
」（「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
、
九
二
～
九

三
頁
）
。
「
検
務
関
係
文
書
等
保
存
事
務
暫
定
要
領
」
に
つ
い
て
は
、
浅
古
弘
・

竹
澤
哲
夫
・
中
山
幸
二
・
安
藤
正
人
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史

と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
の
資
料
編
、
一
五
二
～
一
五
三
頁
参
照
。 

60 

そ
の
他
に
、
無
罪
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
又
は
管
轄
違
い
の
確
定
裁
判
の
裁
判
書
、

控
訴
又
は
上
告
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
確
定
裁
判
の
裁
判
書
、
そ
の
他
の
裁
判

の
裁
判
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
保
管
期
間
の
規
定
が
あ
る
。 

61 

そ
の
他
に
、
刑
の
免
除
、
無
罪
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
又
は
管
轄
違
い
の
裁
判
に

よ
り
終
結
し
た
被
告
事
件
の
保
管
記
録
、
そ
の
他
の
保
管
記
録
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
保
管
期
間
の
規
定
が
あ
る
。 

62 

例
え
ば
、
高
知
藩
民
政
局
の
「
当
罰
者
縮
帳
」（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇
二

八
〇
九
一
〇
〇
）
と
い
う
簿
冊
に
は
、
表
紙
に
「
刑
事
参
考
記
録
」
と
い
う
貼
紙

が
あ
る
。 

63 

「
刑
事
訴
訟
法
・
御
署
名
原
本
・
明
治
二
十
三
年
・
法
律
第
九
十
六
号
」（
請
求

番
号 

御
〇
〇
五
六
九
一
〇
〇
）。 

64 

浅
古
弘
「〔
第
一
報
告
〕
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史
」（「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」（
前
掲
注
11
）
、
七
六
頁
）
。 

65 

例
え
ば
名
古
屋
地
方
裁
判
所
検
事
局
の
「
判
決
書 

全
（
明
治
四
年
碧
海
郡
大
浜

町
に
於
け
る
廃
仏
毀
釈
事
件
裁
判
書
在
中
）」（
請
求
番
号 

平
一
六
法
務
〇
一
六

八
八
一
〇
〇
）
と
い
う
簿
冊
で
は
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
検
事
局
の
「
判
決
書 

全
」
と
い
う
表
紙
の
上
に
、
名
古
屋
地
方
検
察
庁
の
「（
特
別
処
分
）
第
一
、
二

号
裁
判
書
」
と
い
う
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
表
紙
に
つ
い
て
は
刑
事
確

定
訴
訟
記
録
法
の
も
と
で
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

66 

裁
判
所
は
過
去
の
裁
判
例
を
重
視
し
て
お
り
、
大
審
院
創
設
当
初
よ
り
、
大
審

院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
の
大
審
院
章
程
第
一
一
条
に
『
大
審
院
判
決
録
』
の
刊
行

に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
判
例
集
の
刊
行
は
現
在
の
『
最
高
裁
判
所
民
事
判
例

集
』
、
『
最
高
裁
判
所
刑
事
判
例
集
』
に
ま
で
続
い
て
い
る
。 

 

〔
補
記
〕 

入
稿
後
、
館
の
Ｄ
Ａ
の
資
料
群
階
層
に
変
更
が
あ
り
、「
平
一
六
法
務
」
の
裁
判
記

録
は
、
行
政
文
書
→
検
察
庁
→
地
方
検
察
庁
関
系
に
階
層
が
変
更
さ
れ
た
。（
注
3
）

で
示
し
た
資
料
群
階
層
は
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
時
点
で
の
館
の
Ｄ
Ａ
に

基
づ
い
た
説
明
で
あ
る
。 

（
専
任
研
究
員
） 

二
〇

治
罪
法
施
行
以
前
の
刑
事
事
件
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て

『
北
の
丸
』
第
54
号　
　


